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平
野
@
沼
田
地
区

市
街
地
の
西
方
、
高
山
寺
山
の
西

斜
面
に
あ
る
の
が
沼
田
地
区
で
す
。

平
野
村
は
宇
和
島
藩
で
¥
明
治
と

な
っ
て
か
ら
も
西
宇
和
郡
の
一
部
で

し
た
が
、
明
治
三
十
二
年
に
喜
多
郡

に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
地
理
的
に
み

て
も
¥
喜
多
郡
の
一
部
と
し
た
方
が

好
都
合
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

U
の
古
あ

沼
田
地
区
は
¥
昔
、
桧
尾
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
¥
火
事
、
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
桧
の
パ
)

υ

は
」
人
H

に
通
じ
る
と
、
水
に
縁
の
あ
る

H

沼山

。
を
と
り
沼
田
と
改
め
た
と
言
わ
れ
て

眠
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
¥
大
火
は
な
い

上
そ
う
で
す
。

田
現
在
、
沼
田
地
区
は
¥
上
・
下
で

刀ロお
二
十
三
世
帯
九
十
八
人
が
生
活
し
て

し
い
ま
す
。
こ
の
こ
¥
三
十
年
で
戸
数
は

日
干
分
近
く
に
減
少
し
ま
し
た
o

大
半

ι一
が
兼
業
農
家
で
、
二
家
の
誰
か
は
¥

雪
農
業
以
外
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま

す。

納期は
3月31日静国民健震保険視(第6期)今月の納税



広 報 お お ず (2) 

現
在
位
置
で
、

五
階
建
六
千
河
l
b

完
成
予
定
は
五
十
九
年
春

大
洲
市
の
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

り
ま
し
た
。

現
在
の
市
庁
舎
は
、

H

古
く
て
狭
い
H

ま
た
、
次
々
に
増
築
を
し
た
た
め
に
内
部
が
複
雑
に

な
り
刀
目
的
の
事
務
所
に
行
く
た
め
に
は
、
何
度
も
尋
ね
な
く
て
は
な
ら
な
い
ο

な
ど
の
声

を
お
聞
き
し
、
利
用
さ
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
に
「
市
庁
舎
整
備
委
員
会
L

よ
り
、
最
終
答
申
が
あ
り
、
市
庁
舎
改
築
に

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

什
庁
舎
整
備
ω昭和25年に建築され、老朽化が進み、

手狭となっている市役所本館。

大洲市 民憲章

に
い
よ
い
よ
着
手
す
る
こ
と
に
な

現
在
ま
で
の

経

過

市
庁
舎
の
改
築
は
、
昭
和
四
十
八
年

度
に
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
折

か
ら
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
事
実

上
中
止
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
使
用
し
て
い
る
市
庁
舎
は
、
本

館
、
新
館
、
別
館
(
旧
郵
便
局
)
、
そ
し

て
旧
公
会
堂
の
四
つ
の
建
物
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
本
館
は
昭
和
二
十
五
年
、

新
館
は
昭
和
三
十
五
年
、
別
館
は
昭
和

七
年
、
旧
公
会
堂
は
昭
和
十
二
年
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
建
物
は
老
朽
化

が
進
み
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
に
は
手
狭
な
状
態
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
昨
年
十
月
に
「
庁
舎
目

整
備
審
議
会
(
市
会
議
員
八
名
、
一
般

J

七
名
)
」
を
発
足
さ
せ
、
基
本
的
な
事
項

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
一
月
二
十
(
日
、
~

審
議
会
よ
り
市
長
に
什
最
終
答
申
H

の
川

提
出
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
市
庁
舎
改
築

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
一

ま

し

た

。

戸

忽E
Eコ

申

の

基
本
構
想

加室|支

~V~ 入 321逼
とタ反は!宣
>0;:庁内>0..つ|言

6ド託'3~三しァ|保
一よ‘|険

つ

交
通
事
故
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
あ
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん

市
庁
舎
改
築
の
基
本
構
想
は
、
次
の
に
二
年
間
の
お
守
り
H

と
し
て
加
入

と

わ

り

で

す

。

…

し

て

い

た

だ

い

て

い

る

市

民

交

通

傷

害

V
建
築
位
置
は
現
在
位
置
。
保
険
の
昭
和
五
十
七
年
の
受
付
が
、
三

V
規
模
わ
よ
び
面
積
は
、
鉄
筋
ゴ
ン
ク
〈
月
一
口
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

リ
!
ト
造
五
階
建
、
約
六
千
平
方
メ

i
F

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に
申

ト
ル
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
二
百
台
以

K
F
込
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
家
族

確

保

。

そ

ろ

っ

て

加

入

し

、

万

一

の

交

通

事

故

V
建
設
時
期
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
…
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

ら
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
。
完
成
…
加
入
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
お

予
定
は
、
昭
和
五
十
九
年
春
。
よ
び
市
内
へ
通
勤
通
学
し
て
い
る
人
。

一
た
だ
し
、
一
人
一
口
で
す
。

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
具
体
的
な
計
…
保
険
料
一
口
四
百
八
十
円
。

画
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
期
間
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

市
庁
舎
改
築
は
、
市
の
極
め
て
重
要
な
一
年
間
。

事
業
で
す
の
で
、
今
後
、
関
係
者
の
ご
』
支
払
わ
れ
る
保
険
金
自
動
車
、
自
転

意
見
を
十
分
に
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
取
…
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
電
車
、
汽
車
、

り
入
れ
な
が
ら
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
同
車
イ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
た
交

新
し
い
庁
舎
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
“
通
事
故
に
対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

に
親
し
ま
れ
、
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
一
最
低
五
千
円
(
一
週
間
未
満
の
け
が
)

た
だ
け
る
什
明
る
い
市
役
所
山
と
し
て
か
ら
最
高
八
十
万
円
(
死
亡
)
で
す
。

の
建
物
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。
一
詳
し
く
は
、
市
総
務
財
政
課
交
通
安

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
"
全
一
係
ま
で
ι
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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(国営総合農地開発事業)

おおず広報明るい市づくりにつとめる。郷土を愛し、(3) 

大
規
模
農
地
造
成
進
む

自
立
経
営
の
農
家
を
育
成

計
画
の
概
要

こ
の
農
地
開
発
事
業
は
、
中
山
間

地
帯
に
農
用
地
を
造
成
・
整
備
す
る
と

と
も
に
畑
地
か
ん
が
い
施
設
を
整
備
し
、

集
団
作
付
を
行
い
、
農
業
経
営
の
安
定

化
お
よ
び
効
率
的
経
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
。農

地
の
造
成
は
、
大
洲
市
の
六
百
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
関
係
市
町
村
で
千
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

付
随
し
て
既
に
あ
る
耕
地
-
白
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
画
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

用
水
は
、
肱
川
水
系
よ
り
、
ポ
ン
プ
ア

ッ
プ
を
行
い
万
全
を
期
す
予
定
で
す
。

こ
れ
に
要
し
た
事
業
費
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
ま
で
に
八
十
一
二
億
七
千
万
円
、

ま
た
昭
和
六
十
年
の
完
成
ま
で
の
総
事

業
費
は
二
百
五
十
六
億
円
が
見
込
ま
れ

で
い
ま
す
。

事
業
に
参
加
す
る
農
家
は
、
大
洲
市

の
千
百
七
十
戸
を
は
じ
め
合
せ
て
一
一
千

戸
に
も
達
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
家
は
、

広
い
農
地
に
、
柿
、
桑
、
葉
夕
、
パ
コ
、

野
菜
な
ど
を
集
凶
作
付
し
、
農
作
業
の

省
力
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
営
農
、
販
路
の
確
保
を

行
い
、
主
産
地
を
形
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
よ
り
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
三
か
町
村
(
内
子

五
十
崎
、
河
辺
)
で
実
施
し
て
い
ま
す

H

大
洲
喜
多
地
区
国
営

総
合
農
地
開
発
事
業
H

も
工
期
の
半
ば
を
過
ぎ
、
順
調
に
農
地

造
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で

に
地
区
内
に
、
千
十
ヘ
ウ
タ

I
ル
の
農
地
を
造
成
す
る
予
定
で
、

こ
の
面
積
は
、
大
洲
盆
地
の
農
地
に
匹
敵
す
る
広
さ
で
す
。

こ
の
広
大
な
農
地
を
活
用
し
て
、
中
核
農
家
の
経
営
規
模
の

拡
大
、
農
作
業
の
省
力
化
を
図
り
、
農
業
経
営
の
安
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

上須戒松久保団地(1・2工区，20M)。
野菜、葉タバコなどが栽培されます。

大
洲
市
の
状
況

現
在
、
大
洲
市
で
は
、
十
八
工
区
三

十
五
団
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
、
五
郎
団
地
、
岩
黒
団
地

峠
団
地
な
ど
で
は
、
造
成
整
備
が
終
了

し
作
付
を
行
い
、
収
穫
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
度
末
に
は
、

大
一
戸
谷
、
松
久
保
、
馬
溢
(
ま
く
び
り
)
、

松
尾
の
各
団
地
の
整
備
が
終
わ
り
ま
す
。

各
団
地
の
一
区
画
は
、
五
十
ア
ー
ル

か
ら
百
ア
ー
ル
で
、
大
型
機
械
を
導
入

し
、
省
力
化
を
図
り
ま
す
。

市
内
の
団
地
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し

て
み
ま
す
。

五
郎
団
地
造
成
面
積
十
五
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
・
事
業
参
加
戸
数
六
十
四
戸
。

野
菜
(
七
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
桑
(
二

・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
を
栽
培
し
て
い
ま

す。岩
黒
団
地
一
一
一
善
・
多
国
、
造
成
面
積

五
・
-
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
参
加
戸
数

十
戸
。
ハ
ク
サ
イ
、
す
い
か
、
か
ぼ
ち

ゃ
な
ど
の
野
菜
類
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

峠
団
地
三
善
・
多
国
、
造
成
面
積
二

十
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
参
加
戸

数
二
十
三
戸
。
桑
、
野
菜
(
ハ
ク
サ
イ

.
ス
イ
カ
)
、
飼
料
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

松
久
保
団
地
上
須
戒
、
造
成
面
積
三

十
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
参
加
戸
数

三
十
六
戸
。
昭
和
五
十
六
年
中
に
整
備

を
終
え
、
五
十
七
年
よ
り
葉
タ
バ
コ
、

野
菜
な
ど
を
栽
培
す
る
予
定
で
す
。

大
戸
谷
団
地
平
野
町
平
地
、
造
成
面

積
二
十
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
参

加
戸
数
十
三
戸
。
協
業
経
営
の
法
人
を

設
立
し
、
酪
農
経
営
内
効
葦
化
を
進
め

飼
料
の
白
給
率
の
向
ト
し
を
図
り
、
収
益

の
増
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

馬
糧
(
ま
く
び
り
)
団
地
新
谷
・
喜

多
山
、
造
成
面
積
十
二
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
事
業
参
加
戸
数
二
十
戸
。
特
定
地

区
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
、
協
業

養
蚕
経
営
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
農
地
を
有
効
に
活
用
し
て

中
核
的
農
家
群
が
育
成
さ
れ
、
自
立
経

営
の
可
能
な
農
家
の
数
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
農
業
が
発
展
し

H

豊
か

で
実
り
あ
る
農
村
建
設
以
が
促
進
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
農
業
開
発
課
へ
o

E
④
2
1
1
1
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2
1
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う
ま
す
ぎ
る
話
に

ご

用

心

/

寸
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

最
近
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
、

H

誰
に

も
で
き
て
、
高
収
入
H

な
ど
の
見
出
し

で
内
職
を
募
集
し
て
い
る
の
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
し
か
し
、
内
職
を
始
め
た

も
の
の
仕
事
の
内
容
や
収
入
が
、
う
た

い
文
句
と
違
う
|
|
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン

チ
キ
内
職
」
に
よ
る
被
害
が
依
然
と
し

て
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

内
職
を
希
望
す
る
み
な
さ
ん

H

イ
ン

チ
キ
内
職
山
に
十
分
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

愛
媛
県
労
働
基
準
局



三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
進
学
、

就
職
、
転
勤
な
ど
で
一
年
中
で
最
も
住

所
の
異
動
が
多
く
な
り
、
い
わ
ば

H

異

動
の
シ
ー
ズ
ン
H

と
な
り
ま
す
。

住
所
や
世
帯
に
変
更
が
生
じ
た
ら
、

必
ず
市
民
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
け
出
を
怠
り
ま
す
と
、
選

挙
権
が
行
使
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民

と
し
て
の
諸
権
利
に
支
障
が
起
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

で
す
。

届け出をお忘れ怠く

(4) 

転

入

届

(
転
入
後
十
四
日
以
内
)

大
洲
市
内
へ
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

さ
れ
た
場
合
に
は
、
転
入
の
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
も
の
は
、
-

V
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た

「
転
出
証
明
書
L

、
印
鑑
、
国
民
年
金
手

帳
、
国
民
健
康
保
険
証
、
小
中
学
生
が

い
る
場
合
は
在
学
証
明
書
。

ロズシ

市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
で

阿
蔵
の
城
地
地
区
に
建
設
し
て
い
る
阿

蔵
第
二
団
地
の
入
居
者
を
、
次
の
要
領

で
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
戸
数
は
、

第
一
種
住
宅
が
四
戸
、
第
二
種
住
宅
が

引
九
戸
の
計
十
三
戸
で
す
。
住
宅
は
、
い

三

一

ず

れ

も

簡

易

耐

火

構

造

二

階

建

で

す

o

J
-
-

叩
入
居
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
昭
和
五

(
生
ま
れ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
)
…
十
七
年
四
月
一
日
の
予
定
で
す
。
詳
し

届
け
出
に
必
要
な
も
の
は
、
ー
ー

l
M
い
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
出
生
届
(
出
生
証
明
書
)
、
印
鑑
、
母

子
子
帳
、
国
民
健
康
保
険
証
。

ま
た
、
こ
ど
も
に
つ
け
る
名
前
は
、

常
用
漢
字
と
人
名
漢
字
な
ど
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入
居
申
込
資
格

O
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
の
あ

る
人
。

O
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
の
過

去
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
、

各
種
控
除
(
同
居
親
族
、
扶
養
親
族
、

老
人
扶
養
親
族
、
障
害
者
、
老
年
者
、

寡
婦
)
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
十
二

で
割
っ
た
金
額
が
次
の
範
囲
の
人
。

第
一
種
住
宅
五
万
五
千
円
を
こ
え
て

九
万
五
千
円
以
下
。

第
二
種
住
宅
五
万
五
千
円
以
下
。

※
老
年
者
、
身
体
障
害
者
な
ど
は
、
単

身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
お
よ
び
場
所

期
間
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
。

市
役
所
建
築
住
宅
課

おおず広報

員rnシ

出

届

転

出

届

(
転
出
日
ま
で
に
)

大
洲
市
か
ら
市
外
に
住
所
を
移
す
場

合
に
は
、
転
出
証
明
書
が
必
要
で
す
。

転
出
す
る
日
ま
で
に
、
次
の
も
の
を

市
民
課
窓
口
に
お
持
ち
に
な
っ
て
、
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

V
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年

金
手
帳
、
老
人
・
乳
幼
児
な
ど
の
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
、
印
鑑

登
録
証

3月4月は

w.募
集
要
領

…
広
さ
と
間
取
り

…
第
一
一
檀
住
宅
六
十
六
2

m

(

約
二
十
坪
)

~
居
室
(
六
畳
ゴ
一
一
室
)
、
台
所
、
便
所
、

…

浴

室

…
第
二
種
住
宅
六
十
二
・
七
ぱ
(
約
十

一
九
坪
)
、
居
室
(
六
畳
三
室
)
、
台
所

一
便
所
、
浴
室

一
家
賃
月
額

一
第
一
種
住
宅

…
第
二
種
住
宅

死

亡

届

(
死
亡
し
た
臼
か
ら
七
日
以
内
)

届
け
出
に
必
要
な
も
の
は
、
-
-
-

V
死
亡
届
(
死
亡
診
断
書
)
、
印
鑑
、
国

民
年
金
子
帳
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印

鑑
登
録
証
、
老
人
・
乳
幼
児
な
ど
の
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
。

場
戸斤そ

の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
建
築
住

宅
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@LI--内
線
2
7
4

都

転

居

届

叫

L

(
転
居
後
十
四
日
以
内
)

窓
崎
市
内
で
住
所
が
変
っ
た

ιが
と
き
は
、
転
居
の
届
け
出

訪
日
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

口
舵
出
を
し
な
い
と
、
市
役
所

以
手
か
ら
の
文
書
が
届
か
な
か

可
点
っ
た
り
、
郵
便
物
な
ど
も

ル
晴
差
出
人
に
返
送
さ
れ
る
場

野
山
中
合
も
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

は
、
転
出
届
と
ほ
ぼ
同
じ

i万万
円三

千
円

健康なからだをっくり、

上
昇
に
あ
わ
せ
て
改
善
さ
れ
る
た
め
で

す
。
国
民
年
金
制
度
が
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
、
健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
く
た

め
に
は
、
保
険
料
も
改
定
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ヘ
。

宮
。
玄
1
1
1
内
線
2
9
5

四
月
か
ら
の
国
民
年
金

婚
姻
届
(
で
き
る
だ
け
早
く
)

証 v
o 印 届
鑑け
、出

戸に
事吾必
抄要
本な
、も

国 の
民 は
健
康|
f呆 |
F食 |

五
千
二
百
二
十
円
に
改
定

四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が

一
か
月
五
千
二
百
二
十
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
。こ

れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
が
増

え
続
け
て
い
く
の
と
、
年
金
額
が
物
価

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
④
2
1
1
1
内
線
2
3
1



二
月
、
三
月
は
、
空
気
が
カ
ラ
カ
ラ
ば
こ
に
よ
る
出
火
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

に
乾
燥
し
風
も
強
く
、
い
わ
ば
火
災
シ
す
。
愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
、
た
ば
こ
の

i
ズ
ン
の

H

本
番
4

と
も
い
え
る

H

危
火
の
後
始
末
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
で

険

な

季

節

山

で

す

。

し

よ

う

か

|
1
1ワ

一
一
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
し
か
し
、
一
件
当
た
り
の
損
害
額
で
』

で
の
二
週
間
は
、
山
春
の
全
国
火
災
予
防
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
が
断
然
ト
…

ロ

運

動

H

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
お
宅
の
火
ッ
プ
で
す
。
こ
れ
は
、
ス
ト
ー
ブ
が
家
一

ω

の
元
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
財
道
具
の
集
中
し
た
場
所
で
使
わ
れ
る

厄
昨
年
、
大
洲
市
内
で
二
十
件
(
前
年
た
め
と
も
い
え
ま
す
が
、
最
大
の
原
因
…

ζ

比
七
件
減
)
発
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
は
、
火
災
が
起
っ
た
場
合
の
炎
が
大
き
}

う
ち
三
、
四
月
に
九
件
が
発
生
し
て
い
く
、
初
期
消
化
が
難
し
い
と
い
う
点
に
一

ま

す

。

原

因

別

に

み

て

み

ま

す

と

、

ナ

あ

り

ま

す

。

-

d

山山早川』一

L"・

'

豆

町

一

ン

パ

1
7ノ
は
、
今
年
も
や
は
り
た
ば
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
一

見

一

原

一

“

主

こ

で

、

全

体

の

十

五

パ

ー

セ

ン

ト

を

占

ら

発

生

し

ま

す

。

一

人

一

人

が

、

ふ

だ

一

山

J
一

)

4
↑
一
一
め
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
た
き
火
、
火
ん
か
ら

H

火
災
予
防
4

の
心
を
持
っ
て
一

三
均
一
ア
師
、
恥
一
あ
そ
び
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
と
な
っ
て
い
い
れ
ば
、
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
守
…

パ
仏
川
出
町
二
手
戸
一
九
ま
す
。
全
国
的
に
み
ま
し
で
も
、
や
は
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
空
気
…

f
J一
-

り

H

た
ば
こ
ω

が
原
因
の
出
火
が
一
番
の
乾
燥
す
る
時
期
に
な
り
手
。
火
の
~

年
制
W
V
川
町
別
得
制
。
泊
。
別
砂
川
格
別
配
ぜ
阜
市
町
V
別配
V
別
停
泊
ww

器
諜
諜
探
宍
一
一
則
的
法
務

関
山
覇
器
銀
欝
器

2

4

錦
町
桝
川
OO

端的山母子一叩開閉山内山

4

叫
間
百
接
説
筆
中
期
小
栗
山
間
山

Mm

mm諜
諜
諜
町
内
一
本
閉
山
同
市

同
和
問
題
の
解
決
は
、
憲
法

世
に
よ
っ
て
行
政
の
責
務
が
明
ら

諒
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
が
同
和

一
本
質
を
正
し
く
理
解
せ
ず
、
解

持
め
の
具
体
的
な
施
策
や
措
置
を

開
け
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
差
別
行

世
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
一
同
和
問
題
が
、
緊
急
性
や
重

一
一
最
も
高
い
行
政
課
題
で
あ
り
、

一
一
決
の
た
め
に
、
国
は
特
別
の
法

#
の
で
は
原

η
呆
章
ま
で
し
て
バ
ア

20年間
たばこがトッフ

(5) 

春の全国火災予防運動

1""'¥ ~nn【~3月13日

大
洲
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
、
昭

和
五
十
六
年
度
に
購
入
し
た
十
六
ミ
リ

映
画
フ
ィ
ル
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

フ
ィ
ル
ム
は
、
す
べ
て
カ
ラ
ー
で
す
。

購
入
フ
ィ
ル
ム
リ
ス
ト

V

「
親
と
子
の
朝
」
(
同
和
教
育
・
四

十
三
分
)
亨
「
ひ
ろ
が
れ
の
じ
ぎ
く
の

輪
」
「
同
和
教
育
・
五
十
分
)

V

「歩

く
健
康
法
L

(

保
健
体
育
・
二
十
七
分
)

V

「
や
め
る
少
年
の
心
L

(

家
庭
教
育
・

三
十
分
)

V

コ
一
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅

よ
り
、
が
ち
ょ
う
に
乗
っ
て
し
(
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
二
十
九
分
)

V

「旅」

(
家
庭
教
育
・
二
十
九
分
)

V

「
老
人

と
少
年
」
(
家
庭
教
育
・
一
一
一
十
二
分
)

V

「
手
の
ひ
ら
の
詩
」
(
家
庭
教
育
・

三
十
二
分
)

V

「
愛
さ
れ
る
お
年
寄
り

に
し
(
家
庭
教
育
・
二
十
九
分
)

V

「

日
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と
映
写
機
L

(

映
写

技
術
・
二
十
一
分
)

V

「
ニ
ル
ス
の
ふ

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

今
年
は

4
月

1
日

か

ら

固
定
資
産
税
の
課
税
の
も
と
に
な
る

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
、
今
年

に
限
り
、
四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

に
変
更
い
た
し
ま
す
。
例
年
三
月
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
の
問
、
縦
覧
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
度

し
ぎ
な
旅
よ
り
、
ツ
ル
の
舞
踏
会
L

(

ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
二
十
九
分
)

V

「み

に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」
(
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
・
二
十
分
)

以
上
、
十
二
本
の
フ
ィ
ル
ム
を
今
年

度
は
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に

百
九
十
本
の
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
視

聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
は
備
え
て
い
ま
す
。

P
T
A
の
集
会
、
地
域
の
子
供
会
、

愛
護
班
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
集
会
、

会
合
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
映

写
機
、
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
機
材
は
、

無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

映
写
さ
れ
る
資
格
の
な
い
入
は
、
当
セ

ン
タ
ー
で
半
日
の
技
術
講
習
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
、
貸

出
し
の
申
し
込
み
は
、
中
央
公
民
館
内

の
大
洲
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

E
@
d
1
6
1
 

に
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、
期
間
を
変
更
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
一
日

L
二
十
日

縦
覧
期
間

縦
覧
場
所

・
旧
大
洲
町
の
人
市
税
務
課

・
連
絡
所
管
内
の
人
各
連
絡
所

・
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
入

市
税
務
課

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
税
務
課

固
定
資
産
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
5



関
下
部
一
増
入
場
事
品
川
市
、

λ

3ι¥挙
以
北
河
内
部
琶
の
習
慣
が
残
っ
て
い
ま
す
ね

忌ヘ一

vo
一
刊
凶
器
梓
い
V

〈
末
、
⑨

川
市
一
八
一
端
融
吋
埼

祭
器
部
部
悲
鳴

A

川
閣
下

(6) おおず広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

V
香
川
県
坂
出
市
の
出
身
で
す
。
坂
出

に
は
、
大
き
な
川
が
な
い
た
め
、
周
囲

に
は
た
め
池
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
o

v主
人
(
賢
一
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
の

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
職
場

で
の
恋
愛
結
婚
で
す
。
昭
和
四
十
六
年

に
主
人
の
里
の
大
洲
で
式
を
挙
げ
ま
し

番春

東
大
洲

武

田

麗

子

五

歳

た
。
子
供
は
、
長
女
の
真
由
美
(
十
一

歳
、
小
五
)
、
次
女
の
有
理
亜
(
八
歳
、

小
二
)
そ
し
て
長
男
の
有
司
(
五
歳
)

で
す
。

V
同
じ
四
国
で
す
が
、
実
家
の
方
が
温

か
く
、
雨
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
盆
地
の
た
め
か
、
山
が
迫
っ
て
来

寒さを吹き飛ばしゃメーン，

一
月
十
七
日
、
喜
多
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
小
・
中
学
生
の
豆
剣
士
百

七
十
五
人
が
参
加
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

市
内
各
地
の
小
・
中
学
校
よ
り
三
十

五
チ
i
ム
が
参
加
し
て
、
団
体
戦
、
個

人
戦
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
ル

i
ル

も
解
禁
と
あ
っ
て
、
四
面
の
試
合
場
か

ら
は
、
豆
剣
士
の

H

メ

i
ン
・
ド
ウ
・

コ
テ
山
の
か
け
声
が
会
場
に
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
わ
り
。

団
体
小
学
校
低
学
年
①
平
小
B
②
八

多
喜
小
C
V
同
高
学
年
安
喜
多
小
A
②

八
多
喜
小
B
V
中
学
校
①
大
洲
正
中
B

②
大
洲
花
中
A

個
人
戦
小
学
で
一
年
①
百
岡
恵
二
喜

多
)
②
一
一
宮
美
代
賀
(
平
)

V
小
学
四

年
⑦
援
藤
敦
史
(
八
多
喜
)
②
向
井
正

重
(
平
)

V
小
学
五
年
①
行
元
聖
二
(

平
)
②
水
沼
伸
彦
(
八
多
喜
)

V
小
学

校
六
年
①
氷
原
潤
一
(
喜
多
)
⑦
援
藤

正
一
二
八
多
喜
)

V
中
学
生
①
大
原
清

和
(
大
洲
北
)
②
中
野
淳
(
大
洲
北
)

る
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

V
大
洲
は
、
白
然
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
し
、
ふ
る
さ
と
の
料
理
や
風
習

が
生
活
の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
る
の
が

い
い
で
す
ね
。

V
近
所
の
奥
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
、
週

一
回
、
隣
保
館
で
人
形
づ
く
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
は
ぎ
れ
や
古
い
衣
類
を

使
っ
て
作
る
の
で
す
が
、
可
愛
い
い
人

形
が
で
き
ま
す
よ
。

V
主
人
は
理
解
が
あ
り
、
何
も
い
う
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
。

夜
間
照
明
の

グ
ラ
ン
ド
壇
え
る

上
須
戒
小
、
喜
多
小
、
南
久
米
小

昭
和
五
十
六
年
度
事
業
と
し
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
屋
外
運
動
場
照
明
施
設

三
か
所
が
完
成
し
、
三
月
一
日
よ
り
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
内
ス
ポ
ー
ツ
山

す
る
気
持
を
大
切
に
し
、
そ
の
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
三

校
の
完
成
に
よ
り
、
各
地
反
に
一
か
所

は
夜
間
照
明
の
グ
ラ
ン
ド
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

上
須
戒
小
、
喜
多
小
、
南
久
米
小
の
三

校
の
事
業
と
も
、
国
民
年
金
積
立
金
還

元
融
資
事
業
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
費
は
、
喜
多
小
が
六
百
一
立
十
万
円
、

南
久
米
小
が
三
百
三
十
万
円
、
上
須
戒

小
が
三
百
十
万
円
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
使
用
申
込
み
は
、

各
公
民
館
に
し
て
く
だ
さ
い
。

V
大
洲
の
商
庖
街
は
、
ま
だ
い
わ
ゆ
る

円
殿
様
商
売
ο

の
気
風
が
残
っ
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。

こどもさんと一緒に

青
春
を
ど
う
生
き
る
か
加
藤
諦
三
著

米
国
さ
ら
り
l
ま
ん
事
情松

浦
秀
明
著

や
さ
し
い
税
の
話
井
上
隆
司
著

日
本
国
勢
図
会
川
西
山
毅
著

日
本
経
済
は
ど
う
な
る斎

藤
栄
三
郎
著

大
人
の
女
が
美
し
い
長
沢
節
著

野
の
鳥
の
生
態
仁
部
富
之
助
著

面
白
写
真
術
フ
ォ
ト
マ

l
ジ
ユ

英
字
新
聞
を
読
む
辞
典
木
塚
晴
夫
編

ク
レ
ヨ
ン
画
和
田
美
佐
保
著

川
柳
年
鑑
川
柳
年
鑑
刊
行
会
編

現
代
用
語
の
基
礎
知
識
百自

由
国
民
社

旅

路

藤

原

て

い

著

冬

の

派

閥

城

山

三

郎

著

白
色
山
塊
上
・
下
戸
川
幸
夫
著

夜
光
の
階
段
上
・
下
松
本
清
張
著

家

路

の

果

て

夏

樹

静

子

著

右

の

腕

佐

木

隆

三

著

家
族
ゲ
l
ム

本

間

洋

平

著

男
友
だ
ち
の
部
屋
佐
藤
愛
子
著

本

覚

坊

遺

文

井

上

靖

著

医
者
と
い
う
小
さ
な
窓
か
ら

藤
野
是
常
著

な
ぜ
な
し
に
蓄
殺
は
咲
く草

柳
大
蔵
著

叱

ら

れ

手

紙

秋

山

加

代

著

め
ぐ
り
縫
い
紡
い
で
は
ら
た
い
ら
著

メ
イ
ピ
1

・
青
春
の
肖
像

L
・
へ
ル
マ
ン
著

K
・
フ
ォ
レ
ッ
ト

新
刊
図
書
案
内

図
書
館
よ
り

街
防
一
眼



おおず広報(7) よい風習を育て、住みよい環境をつくる o

v成人を祝い、寒中水泳
成人の日を祝う“寒中水泳大会"が壬月 15日、肱川

橋の下 で行われました。この日は、気温 9度、水温 8

度の寒さにもかかわらず、 3歳の幼児から 61歳までの

91人が初泳ぎをしました。 成人式を祝い、立泳きやで

、祝成人、きれいな選挙ミと水書が行われ、詰めかけた

人々 か ら 盛 大 な 拍 手をあびでいました。

企降りしきる雪をつき、歩け歩け、

七草がゆ歩こう会

1 Ji 17日、肱南地区コミュニティ推進委員会の主

催で μ 七草がゆ歩こう会N が行われました。当日は

朝より宍が降るにもかかわら F、 200人が参加し、

新年の足な ιしをするとともに、 じ草がゆを賞味し

1年間の健康と幸せをよ斤りました。

が
趨

4

司
春
の
訪
れ
も
う
す
ぐ

八
多
喜
祇
園
ま
つ
り

旧
正
月
の
-
日
か
ら
四
円
ま
で
行
わ
れ
る
祇
固
ま
つ
り
は
、

今
年
も
一
月
一
一
十
五
円
か
ら
四
日
間
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大
洲
地
方
に
春
の
訪
れ
を
穴
げ
る
こ
の
お
ま
つ
り
は
、
-
年

の
無
事
を
祈
る
人
々
で
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

辺
倒
勾

企オーストラリアの受換留学生

市長を訪門
ライオンスクラブの吉三少年交換留学生として大HII

を訪れていたオーストラリアの学生が、 1月山口、

市役所を訪れ、近出rti長と歓談しました。カール・

ロビンソン宥(17)とルエリン・モアさん (18) は

大洲の印象を聞かれミベリ ・ナイスごと答え、し

ばらくの問、なこやかな談笑が続きました。

感
電
防
止
に

必
ず
ア
l
ス
線
を

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
の
電
気
機
器
を
、
水
気
の
あ
る
場

所
や
屋
外
で
使
用
す
る
と
き
に
は
、

ア
i
ス
線
を
取
り
つ
げ
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ス
線
は
、
万
一
漏
電
し
て
も

電
流
を
大
地
に
流
す
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
感
電
事
故
防
止
の
た
め
に

も
、
電
気
工
事
庖
に
依
頼
し
て
必
ず

ア
l
ス
線
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

(
財
)
阿
国
電
気
保
安
協
会

交
通
ル

i
ル
を

守
り

安
全
運
転

一月の大洲市内

の交通事故

負傷者

半
台死

件



(8) 

ま

乳
幼
児

健

広報おおず

圭今
ロy

実

施

日

該

計

者

3
月
2
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生
※

3
月
9
円
(
火
)
ク
同
年
8
月
生
※

3
月
日
日
(
木
)
。
日
年
8
月
生

3
月
日
日
(
火
)
ク
同
年
3
月
生
※

3
月
お
日
(
火
)
。
日
午
2
月
竺

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分

ivH
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

耳
が
痛
い
の
は

健
康
の
赤
信
号

三
月
三
日
は

H

耳
の
日
H

O

耳
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
器
官
で
、

耳
自
体
に
こ
れ
と
い
っ
た
病
気
が
な
い

の
に
、
体
の
ほ
か
の
部
分
に
異
状
が
あ

っ
た
り
す
る
と
、
耳
が
痛
く
な
る
こ
と

せ

相談ごと案内

Lっお知せらしおせLコお知

が
あ
り
ま
す
ぐ

耳
自
体
の
病
気
以
外
で
耳
が
痛
く
な

る
こ
と
は
、
か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

鼻
炎
な
ど
の
影
響
で
も
あ
り
ま
す
。

大
人
で
も
高
血
一
任
、
肩
こ
り
、
貧
血

過
労
、
衰
弱
、
更
年
期
障
害
な
ど
の
病

気
の
た
め
に
耳
鳴
り
が
し
た
り
、
耳
が

痛
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ

だ
ん
か
ら
健
康
へ
の
気
配
り
が
大
凶
で

す
。
特
に
冬
は
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

3
ヨ
J
7
コ-

1
U
U
4
1
一
大
洲
中
央
病
院

い

日

日

日

一

宮

④

4
5
5
1

a

、τ
l
qム
r
E

、

3
月
包
口
市
立
大
洲
病
院

宮
④
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

3
月
m
H

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

応ip

丸;
を
市
内
福
祉
施
設
六
か
所
と
喜
多
郡
内

施
設
一
か
所
へ
)
愛
媛
青
年
社
会
建

設
隊
南
予
支
部
、
大
洲
喜
多
、
フ
ロ
ッ
ク

長

長

岡

直

明

(
物
品
の
口
座
)

石
油
ス
ト
ー
ブ
一
台
(
大
洲
学
園

へ

)

殿

町

宇

都

宮

瓦

郎

は
ん
て
ん
二
十
一
着
(
家
庭
奉
仕

員
訪
問
先
の
独
居
老
人
へ
)
中
村

(
株
)
フ
ジ
労
働
組
合

寝
ま
き
二
十
一
日
枝
、
お
菓
子
二
十
一

個
(
家
庭
奉
仕
員
訪
問
先
の
独
居
老
人

へ
年
末
見
舞
と
激
励
訪
問
)
大
洲
ラ

イ
オ
ン
ス
ク
ラ
ブ

(
物
品
の
口
座
)

雑
誌
ご
一
百
冊
(
大
洲
学
園
へ
)

松

ケ

花

曽

根

角

衛

電
気
ク
ッ
シ
ョ
ン
五
卜
六
個
(
菅

田
・
大
川
・
柳
沢
・
上
須
戒
地
区
の
独

居
老
人
へ
)
京
大
洲
松
下
寿
電
子

労
働
組
合
職
員
一
同

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
預

託
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

いずれも無料ですので、

車王にご利用くだきい。

砂交通事故相談

と き 3月 8日 10日寺~1511寺

3月23H ク

ところ 市役所第 i会議室

惨人権相談

とき 3月2311 13日、子~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配こと相談

とき 3tJ 1口

3月10LI 

3月2511

ところ 社会福祉協議会事務Jn}

砂家庭児童相談

と き 1tf:日の執務H寺問中

ところ 大洲市福祉事務所

修行政相談

とき 3，J201J 10目、子 ~1511寺

ところ 大洲市民会館

急、がれるH、子は電話ても相談して

ください。(合④3794玉木)

砂税務相談

とき 3fj 18 H 1011寺 ~1511寺

ところ 大洲商工会議所

担当 尚松国税局税務相談室

砂社会保険相談

と き 3日23H 10日与~16時

ところ 大洲商に会議所

担 :ヨ 松山社会保険事務所

砂不動産相談

とき 3，Jl51J 9 時~16時

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部('i中i磐町附フチ、エダV-J)

砂何でも相談

と き 11f:l1の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

大洲福祉会館(新谷)

秘密は守りますので、fPJで、も

本日J炎しでくださし、。

あ、気

13時~16日寺

六
千
九
百
七
十
円
(
一
年
間
の
こ
ず

か

い

)

千

野

町

谷

本

哲

美

二
一
千
間
百
八
十
円
二
年
間
の
こ
ず

か

い

)

千

野

町

谷

本

浩

今

一

金
一
封
(
小
児
医
療
充
実
の
た
め
に
)

徳

森

片

岡

康

雄

合

一

封

若

宮

大

野

多

間

合

一

一

封

新

谷

柴

田

京

子

金
-
一
封
(
寄
付
金
)

h
a

ナ
じ
b
h

マ
了
什
口
千

仁

ふ

f
i
R田
広
々
回
日
一
一
-

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
寄
付
金
を
福
祉
施
設
し
ハ
か

所

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
忘
年
会
の
寄
付
金
を
国
際

障
害
者
年
推
進
協
議
会
へ
)
同
和
対

策
協
議
会
、
大
洲
支
部
常
任
委
員
会

金
一
封
(
出
久
米
地
区
社
協
と
市
社

協

へ

)

野

佐

来

末

光

槌

唯

-
一
十
一
万
四
百
七
十
二
円
(
第
八
回

年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
バ
ザ
l
の
収
益
金

;.~m~.~_ 
ー 竿五

旦さ出

;喜ち主
は匂居

厄li'

水
道
の
使
用
者
で
、
転
出
・
転

居
さ
れ
る
か
た
は
、
前
も
っ
て
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

希
望
の
日
時
に
料
金
の
精
算
な
ど

に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
6

休日の漏水修理
~l-'lí *~ tt I 

ノk 進出 14 -5968 

!什 5-0901 

中里子管工事仁業 14 -3792 

(有)時i一予子わ川4はj

4月 4L日1I凶!旧廿水道!山占

fi 

商

J: t失

ItJ 

!品

廿l

払
匁

，，，句目

春
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
で
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
息
吹
を
感
ず
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
及
、
い
山
菜
、
い
と
言
つ
で

も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

春
の
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
な
す

べ
き
子
続
き
は
、
き
ち
ん
と
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
(
や
)

記
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